ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１５１
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第十三回勉強会（年表項目9：1991年Centesimus Annus）の振り返り（１）：
Laudato Si’でsubsidiarity and solidarityの原理は完成の域に達したと思う。それは、
社会の全構成員に尊厳行為能力（capabilities）を開発するfreedomを与える一方で、この大きなpowerを行使する者達に共通善に関する応分の応答責任感を要求するという原則

2015.07.31　rev.1　齋藤旬
　先週は夏休みを頂いた。Laudato Si’第五章の和訳作業で得た高揚感に浸りながら十分に充電した。今月28日の第十四回勉強会は順番からいくと、ビル・クリントン政権（1993-2001）の解説になるが、先回がCentesimus AnnusだったこともありここしばらくはLaudato Si’の和訳と解説に心行くまで精を出そうと思う。
　少なくもLaudato Si’の第三章「生態学的危機の元凶は人間」、第四章「統合的生態学」の二つについては和訳し解説を加えてみたい。この作業には、8月はお盆休み9月は5連休があるので、二三ヶ月かかると思う。
　今週は、表題にも挙げた、capabilityという新用語を使うと、subsidiarity and solidarityの原理が簡単に説明できる、ということを述べる。
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　カトリック社会思想（CST）では、左図の様な規範（norm）分類に合わせて、人間能力（human power）を右図の様に分類した。読解に必要になる基礎知識の枢要は、右図の中央にある新用語：capabilityだ。私は今回これに「尊厳行為能力」という訳語を与えた。
　
なお、「尊厳」の説明はコラム８７「fair（公平）なjustice（正義）よりも優先するものとは？」をご覧にたたきたい。主要部分を下に転記しておく。

「財のfairな交換の論理に優先し、更に、fairな交換論理に適合するjusticeの諸形態に対しても優先するものとして、その個人の崇高な尊厳（his lofty dignity）に由来し、その個人が人間であるが故に義務づけられる何か（something which is due to man because he is man）がexist（この地上世界に現に存在）します。この様に必要とされている「何か」は、その個人が生き伸びる可能性（the possibility to survive）と、そして同時に、その個人がhumanityの共通善にactiveにcontributeする可能性とに、分かち難く結びついています。」　　　　　（回勅『百周年 Centesimus Annus』第34段落より）

　
ちなみにドイツ語版のLaudato Si’では、abilityはVermögen、capabilityはvorhandenen Fähigkeit、capacityはFähigkeit、となっている。英語では尊厳行為能力を表す言葉にcap + abilityという絶好の単語が見つかったが、ドイツ語では流石にここまでピッタリの単語は無かった。従って、vorhandenen（或る人のものである所の。英語でいえば、one’sナニナニ、ナニナニone has。独英辞典参照方。）という形容句を、capacityを意味するFähigkeitの前につけることで、「具体的に或る人に授けられたcapacity」つまり「尊厳行為能力」という意味を作り出している。
このドイツ語での表現の方が英語よりも意味を捕らえやすいかもしれない。即ち、iusによって定められているはずだが未知であるものも多い法的行為能力、その内で、実際に或る具体的な社会構成員に与えられたが未だ一般的ではないpower（能力）、という尊厳行為能力の意味がドイツ語ではむしろ良く出ている。用語の洒脱よりも質実をとるあたり、ドイツ語の良さが出ていると思う。
　capability（尊厳行為能力）という新用語を使うと、subsidiarity and solidarityの原理を簡単に説明できる。実際にLaudato Si’第五章第196段落の該当文章、英文と和文、を下に転記しておくので、各自吟味することで確かめて頂きたい。
… the principle, which grants freedom to develop the capabilities pres​ent at every level of society, while also demand​ing a greater sense of responsibility for the com​mon good from those who wield greater power. …
社会の全構成員にcapabilities、即ち、尊厳行為能力を開発するfreedomを与える一方で、その様に大きなpower（権力ないし能力）を行使する者達に、共通善に関する応分の応答責任感を要求するという原理原則です。
　キリスト教主祷文にある「天に行われるとおり地にも行われますように」からも分かるが、世俗世界の政治（politics）に対してキリスト教は手厳しい。subsidiarity and solidarityの説明をした直後の第197段落では、subsidiarity and solidarityこそ今必要な政治だと述べる。下に転記しておく。
197.  必要となるのは或る種のpoliticsです。即ちそれは、長期的展望をもち、この危機の様々な側面を扱える新規の統合的・学際的対処法についてcapableな --- 齋藤補遺：即ち、その様な対処法を、従来の考え方の枠を超え且つ共通善に包摂される範囲において新規に、開発し実行できる尊厳行為能力を有する --- politicsです。しばしばpoliticsは、失墜した信用のただ中にあって、健全な公共政策の施行に失敗した、あるいは腐敗したという不評の責めを一身に負わされています。一方で、国家（state）が或る地域に負う応答責任を遂行できない間は、他方で何らかの事業グループが見せかけの篤志家として現れて実権を振るい、自分達は或る種のルールを免除されていて様々な組織犯罪を行っても許容されると勘違いします。即ち、人身売買、麻薬取引、暴力行為、などを行います。一旦こうなるとこれらを撲滅するのは極めて困難になります。また、一方でpoliticsが尊厳行為能力無きこと（incapable）を露呈して、この様な邪悪論理を打破できず、取るに足りない議論に捕らわれている間は、結局、私達は人間性の重要な問題に向き合うことを避け続けているのだということになります。本当の変革に必要な戦略には、自分達の丸ごと全部について再考するプロセスが必ず含まれるのです。なぜならば、今日的文化の根底にある論理を問うことなく、表層的な生態学的考察を幾ら行ってみても、それは決して十分にはならないからです。お分かりでしょう。A healthy politics needs to be able to take up this challenge. --- 齋藤はこれを：「この挑戦を受けて立つことができる尊厳行為能力を持つものが、健康なpoliticsの中から一つ現れ、その尊厳行為能力が法律行為能力として認められることが必要とされているのです。」と和訳した。
　末尾の「本当の変革に必要な戦略には、自分達の丸ごと全部について再考するプロセスが必ず含まれるのです。なぜならば、今日的文化の根底にある論理を問うことなく、表層的な生態学的考察を幾ら行ってみても、それは決して十分にはならないからです。お分かりでしょう。この挑戦を受けて立つことができる尊厳行為能力を持つものが、健康なpoliticsの中から一つ現れ、その尊厳行為能力が法律行為能力として認められることが必要とされているのです。」の部分は、フランシスコ教皇が、根本から考え直すことをしない日本の今を叱責しているように聞こえる。耳が痛いのは私だけだろうか？
今週は以上。来週も請うご期待。
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